
１２月になり、いつの間にか今年も一ヶ月を切ってしまいました。この１２月には「主の
降誕」の祭日、いわゆるクリスマスを祝いますが、この時「主の降誕、おめでとうございま
す」と挨拶をします。主の降誕祭に、皆さんはどのようにこの喜びを受け止め、祝っておら
れるのでしょう。
私たちが誰かの誕生を喜び祝う場合、一つはその人の誕生を待ち望んでいたということが

あるかと思います。また一方では、自分にとって大切な方と出会い、その人が誕生していて
くれたことを喜ぶ、そのようなことがあるのではないでしょうか。キリストの誕生を祝うの
はこのケースになるかと思います。
私たちはキリストと出会い、キリストを信じていますが、キリストとの出会いはある意味

大きな衝撃であったのだろうと思います。主の降誕祭に向けて準備する待降節という季節を
教会は過ごしますが、この期間自分の過去を振り返り、どんなキリストとの出会いがあった
のかを確認していくのも一つの準備の仕方ではないでしょうか。
私にとってクリスマスの一つの喜びは、何と言っても「創造主である神が、被造物である

人間になってくださった」ということです。「降誕」という呼び方に表されているように、
私たちのところに降りて来てくださった、との意味が示されていますが、私たちを神のとこ
ろまで上げていただいた、ということでもあるわけです。
神学生になる前に、一番信頼していると勝手に思っていた相手から裏切られるという経験

が、私の人生で二回ありました。その際非常な自己嫌悪と人間不信
に陥ったのですが、その時「私があなたがたを愛したように、あな
たがたも互いに愛し合いなさい」（ヨハネ１５：１２）のみこと
ばが心に響いてきました。そのお蔭で、自己嫌悪はすぐには消え
なかったものの、人間不信が続くことはありませんでした。私に
とってこれは大きな体験でした。
これが人間、人間とはこんなものなのだなと思いました。しか

し、人を創造された神さまが、そんな人間になられたのだ。しか
も、正しい人のためというより罪びとのために、十字架にかけら
れていのちを捧げるために、人間となられた。だからこそ、「互
いに愛し合いなさい」と命じられているのだと、直感的に感じま
した。
この体験をあるとき一人の神父様に話したことがありましたが、

その神父様は、完全に信頼できる人間はいない、神さまだけだ、
と私に言われました。相手に許容量を超える信頼を勝手に寄せる
のは、勝手に相手は信頼できない人だとのレッテルを貼ってしまうことになりかねないこと
を、この神父様のアドバイスから学びました。
さて、皆さんはどんな出会いがあったのでしょう。そのことをしっかり確認して、その時

の感動を味わうそんな待降節を過ごしていけたらと思います。

≪神父のつぶやき≫          
主任司祭 白木信一
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≪教会委員会より≫
➢ 12月8日(金)無原罪の聖マリアのミサは、早朝のみ。
➢ 12月24日(日)、待降節第4主日ミサは、10:00（7:00なし）。

主の降誕前夜のミサは19:00。 19時のミサ後、持ち寄りでのパーティーあり。
➢ 12月25日(月)、主の降誕のミサは10:00。 ミサ後、お茶会あり。
➢ 12月31日(日)、聖家族のミサは、7:00及び10:00 
➢ 1月1日(月)、神の母聖マリアのミサは、10:00 
➢ 1月7日(日)、二十歳の祝福。
➢ 合葬墓について、建設を承認。規約も整備予定。
➢ 教会のメールアドレスは、メールチェックができないため、ホームページから削除する。
➢ マリア会の会計を教会会計に一本化。

12月17(日) 14:00ゆるしの秘跡、14:30ベトナム語のミサ、パーティ有り。

永年、教会の事務を担ってくださっていた川畑さんが、
年内を持ってお辞めになります。（教会には変わらず来られます）
後任については未定です。
川畑さん、長い間、本当にお疲れさまでした。

➢ 10月22日(日)に、ミニショップ・おしゃべりカフェを実施。
8月のジャムの売上金2,700円加え、55,070円を教会に寄付。

➢ 大阪の「ふるさとの家」に荷物を5箱送付、12,000円を送金。
➢ 神奈川の「アルペ難民センター」へ荷物2箱送付。

ベトナム
コミュニティ

<< 2023年 教会維持費・聖堂積立金納入のお願い >>

日頃より、教会維持費・聖堂積立金につきご理解・ご協力賜り、ありがとうございます。
おかげさまで、2023年の教会維持費（月定献金）・聖堂積立金はほぼ予算どおりの推移
で納入が進んでおります。ただ、長い目で見ますと、ようやくコロナ前の状態にもどり
つつある途上であり、老朽化が進んでいる聖堂やその他の設備、今後の人口減少等を考
えると、とても楽観できる状況ではありません。引き続き、皆さまのお力が必要です。
さて、12月は教会の会計年度の〆月となります。2023年分の教会維持費（月定献金）・
聖堂積立金につきまして、できるだけ12月の前半までに納入終了として頂きますよう、
ご協力をお願い申し上げます。

財務：河合

福祉

退
任

10月15日の中信地区合同信徒大会において、
合同堅信式が行われました。
おめでとうございます！

帰天

永遠の安らぎをお祈りします

マリア 小林光子さん
（11/13 96歳）

我妻 永理 （ワガツマ エリ）さん
菊地 早苗 （キクチ サナエ）さん

堅信

河合章子さん （戸部教会から）
奈良堯子さん（篠ノ井教会から）

転入


